
子どもと環境(2年制コース) 

 

授業科目 子どもと環境(2 年制コース) 実務家教員担当科目 - 

単位 1. 履修 選択 開講年次 1 開講時期 前期 

担当教員 末嵜 雅美 

授業概要 

保育の 5 領域における「環境」のねらいと内容について、また、乳幼児の豊かな遊びと生活を支えるた

めの保育環境の重要性を理論的に説明する。 

乳幼児が自立的に行動し創造的な活動を展開するには、環境構成が不可欠であり、環境を構成するのは

保育者の責務であることの理解を促す。 

成績については、試験、提出物、授業態度により評価を行う。 
 

授業形態 講義 
授業方

法 
Google フォームを用いて振り返りを行う 

学生が達成すべき行動目標 

標準的

レベル 

まずは、幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領における「環境」のねらいと内

容について、理解できることを目指す。 

その上で、保育活動に必要な環境構成、物的環境・人的環境等の構成する要素について、幼児の自発的活

動としての「遊び」と環境の関連について理解し、保育の環境整備や工夫を意欲的に行う態度を身につけ

る。 

理想的

レベル 

幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領における「環境」のねらいと内容につい

て、十分に理解できる。 

保育活動に必要な環境構成、物的環境・人的環境等の構成する要素について理解し、幼児の自発的活動と

しての「遊び」を中心とした保育活動を展開する上での環境整備や工夫を、創造的かつ意欲的に行う態度

を身につける。 

安全で安心できる環境について基本的なことを理解し、実践に生かすことができる。 

評価方法・評価割合 

評価方法 評価割合（数値） 備考 

試験 40%  

小テスト   

レポート   

発表（口頭、プレゼンテーション）   

レポート外の提出物 30% ノートプリントの作成 

その他 30% 質問やコメントなど積極的な授業態度 

カリキュラムマップ（該当 DP）・ナンバリング 

DP1 〇 DP2 - DP3 〇 DP4 - DP5 - 
ナンバリン

グ 
CH11304J 

学習課題（予習・復習） 
１回の学習目安

（時間） 

保育の５領域について、復習すること。 4 

授業計画 

第 1 回 乳幼児の特性と環境構成の重要性・環境とは何か・環境の諸側面（物的・人的環境） 

第 2 回 幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育保育要領における「環境」 
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(1)領域「環境」のねらいと内容 

 

第 3 回 

幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育保育要領における「環境」 

(2)領域「環境」のねらいと内容 

 

第 4 回 

幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育保育要領における「環境」 

(3)領域「環境」のねらいと内容 

 

第 5 回 
幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育保育要領における「環境」 

(4)領域「環境」のねらいと内容・配慮すべき事項について 

第 6 回 
保育における「遊び」とは 

－遊びによって育つ乳幼児の姿をとらえる 

第 7 回 
子どもの遊びと環境構成 

－遊びの素材と道具と空間を考える 

第 8 回 まとめ・試験 

テキスト 

「幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領」(濃いピンクの資料)を

毎回持参して下さい。 

また、入学時に購入した「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教

育・保育要領解説」は自宅で予習・復習するときに、活用して下さい。 

参考図

書・教材

／データ

ベース・

雑誌等の

紹介 

高山静子著『改訂「環境構成の理論と実践」保育の専門性に基づいて』郁洋舎 2021 

瀧薫『保育とおもちゃ－発達の道すじにそったおもちゃの選び方』エイデル出版社 2018 

（上記の書籍は、指定図書として図書館にあります） 

課題に対

するフィ

ードバッ

クの方法 

授業内でワークシート作成の課題を出すので、きちんと〆切までに提出しましょう。 

ワークシート作成は基本的な内容の確認のため、難しくありません。後日返却しますので様々な授

業で生かすようにしてください。 

学生への

メッセー

ジ・コメ

ント 

保育の 5領域についてまずは理解し、保育における遊びの重要性と環境の関係について理解しまし

ょう。 

ワークシート作成の課題を中心に自宅学習を行ってください。また、図書館の指定図書も読んでみ

ましょう。 

皆さんは保育を学び始めたばかりで分からないことも多いと思います。他の授業と関連して、保育

に関する基本的な用語なども覚えつつ、自分なりに「考える」態度を持って授業に臨んで下さい。

分からないことは気軽に質問してください。授業内での発言や質問など積極的な授業態度は加点の

対象となります。 

 


